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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1
6 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 1 0 0 0
7 0 2 4 0 4 0 0 2 0 3 3 4 2 1 0
15 * 0 0 17 22 1 3 3 8 7 15 1 0 0 1
19 0 0 0 0 1 0 0 0 0 2 2 1 0 1 1
23 0 2 3 0 0 0 0 2 0 0 0 3 0 0 0
24 * 0 0 3 6 0 0 3 0 1 1 0 2 1 0
25 0 0 1 0 0 1 2 0 0 2 2 0 0 0 0
29 * 2 8 5 8 1 2 4 1 1 2 4 2 2 0
30 * 0 0 0 1 0 0 0 1 0 1 1 1 0 0
31 0 0 0 1 1 0 0 0 3 0 3 0 0 0 0
34 0 1 3 2 2 0 0 1 1 2 3 0 3 0 0
48 0 0 0 1 3 3 4 1 1 2 3 1 0 1 0
51 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 2 0 1 1 0
56 * 0 0 5 8 0 0 4 4 6 10 2 4 1 0

0 1 5 6 0
7 19 34 56 6 13 20 21 32 53 18 15 8 3

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
2 0 0 0 1 3 0 0 2 0 0 0 1 1 1 0
6 0 1 2 2 3 0 0 2 1 2 3 0 0 2 0
7 0 0 3 2 2 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0
8 * 1 9 5 11 9 10 3 1 1 2 2 3 2 0
9 * 1 3 2 4 0 2 3 2 3 5 2 0 1 0
14 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0
22 0 0 1 1 2 3 3 1 0 0 0 2 0 1 0
23 * 1 2 1 3 2 4 1 0 3 3 2 1 1 0
25 0 0 1 1 1 0 0 2 0 1 1 1 0 1 0
32 0 0 0 0 2 2 2 0 1 3 4 0 0 2 0
37 * 1 3 1 2 1 2 0 0 1 1 2 0 0 0
55 * 1 3 0 1 0 0 2 0 1 1 1 0 1 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 1 1 2 0
6 27 16 35 17 23 17 6 17 23 13 5 12 0
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松本 真弥 6 19
3 27

佐藤 仁彦 2 7
髙田 竜豪 2 17

辻 直弥 5 6
龍 季弥 7 18

松屋 佑季 0 5

前田 凌 4 7
松浦 慎哉 22 40

清水 雄太 7 12

TO AS ST BS MINPTS ３Ｐ ２Ｐ ＦＴ Ｆ REBOUND

諏訪 裕亮 7 27

川田 稜介 10 26
Team / Coach: 間宮 敬止

流通科学大学

垣崎 真吾 2 15

合　　　計 95 200
RATE 36.8% 60.7% 46.2%

№ Ｓ 選　手　名

7 17
5

谷本 真琴
ジェームズ マティアン 6
宮脇 良太 0 2

梶井 涼矢 0 6
南原 瑛成 2 5

藤林 航 1 9
榎本 一輝 17 29

山﨑 翔梧 6 13
佐々木 隆成 6 16

イビス ニヨキゼラ 35 26
村野 優人 0 9

天理大学

№ Ｓ 選　手　名

平 祐之介 0 5
中村 翔太 6 26

井上 翔太 0 5

PTS ３Ｐ ２Ｐ ＦＴ Ｆ REBOUND TO AS ST BS MIN

男子 5位決定戦 勝チーム

95 67

敗チーム

天理大学 流通科学大学
東淀川体育館

試合ＮＯ 62
コ ー ト

試 合 日 2016.05.05
開始時間 11:50
会　　場

戦評
【総括】
5位決定戦、積極的な攻撃を仕掛けハイスコアな展開に持ち込む流通科学大学と、強固な守りで相手を封じ込めロース
コアな展開に持ち込む天理大学の対照的なチームの対戦となった。序盤から天理大のディフェンスが機能し、得意な
ロースコアの展開に持ち込み天理大ペースに。流科大は流れを変えようとオールコートディフェンスから速攻の回数を
増やして、ハイスコアな展開に持ち込もうとし、前半はそれに成功する。しかし後半は天理大のディフェンスが機能し流
科大のオフェンスを完全に封じ込め、最終的には持ち味を発揮した天理大が勝利を収めた。
【第1ピリオド】
天理大は始めから厳しいディフェンスで流科大に簡単に得点させず、オフェンスでは#15イビスのゴール下や#56川田
がミドルシュートを決めリードする。対する流科大は#23龍がミドルシュートやフリースローで得点を繋ぎ離されない。終盤
流科大はセンターをベンチに下げ5人アウトサイドプレーヤーにしてからドライブインや3Pシュートが決まり点差を詰め
る。しかし、最後は天理大#34谷本が3Pシュートが入り16-22で天理大リードで第1ピリオドを終える。
【第2ピリオド】
流科大は、第1ピリオドと同じくアウトサイドプレーヤーを5人出してスタートするが、そこを天理大につかれ#15イビスが三
連続でゴール下を決める。流れは完全に天理大に傾き#23山崎の3Pシュート、#15イビスのゴール下が決まったところで
流科大がタイムアウト。タイムアウト明け、流科大#8松浦が連続してシュートを決め、さらに激しいディフェンスから速攻を
出し少しずつ点差を詰める。しかし、天理大#15イビスが止められず詰めきれぬまま第2ピリオドを終了し、40-50で天理
大がリード。しかし、天理大にしてはハイスコアな展開で前半を終えた。
【第3ピリオド】
天理大はアウトサイドとインサイドでバランスよく得点を重ねる中、最初の3分間流科大に得点を許さず一気に23点差
に。たまらず流科大はタイムアウトを取る。しかし、タイムアウト明けも天理大のディフェンスを流科大は崩すことができな
い。流れは完全に天理大が掴み50-77で天理大がリードで第3ピリオド終了。
【第4ピリオド】
このピリオドも天理大は強固なディフェンスで流科大の攻撃を抑え、オフェンスでは#29榎本を中心に得点を重ねさらに
点差を開く。その後も流科大は果敢にゴールに向かって行くが点差を詰めることはできず、67-95で天理大が勝利。

主審 古谷 栄一郎 副審 宮里 両 戦評 三笠　雄大(関西学連)

記録 関西学生バスケットボール連盟

渡辺 航
0 -
0 - -
0 - -

Team / Coach: 天田 英彦 -
合　　　計 67 200

RATE 22.2% 45.7% 73.9%


